
年間授業計画

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

教科担当者：

（７組：清野優斗　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]
書

（６組：吉田幸代　）

外国語 英語コミュニケーションⅠ 3

〇

〇

〇

〇

〇

基本的な語句，文法を理解して，必要な情報を
聞き取り，話し手,聞き手の意図を把握した
り，概要や要点を目的に応じて捉えたりするこ
とができる。

基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを論理性に注意して話し，且つ書い
て伝えることができる。

Enrich Learning English Communication Ⅰ

外国語

１
学
期

指導項目・内容

○ ○

評価規準

（１組：吉田幸代　）（２組：清野優斗　）（３組：清野優斗　）（４組：鈴木洋子　）（５組：吉田幸代　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇

〇

1

11

1

6

6

○

○

○

配
当
時
数

英語コミュニケーションⅠ

思

○

○

○

○ ○

○

態

日常的な話題から社会的な出来事までに関心を
持ち、能動的に学習し、基本的な語句や文を用
いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意
して話し，また文章で伝え合ったりすることが
できる。

○

外国語

日常的な話題や社会的な話題について，情報や自分の考えなどを話して伝え合うことができる。

日常的な話題や社会的な話題について，能動的に学習し新たな情報をもとに自分の知見を広げるができる。

英語コミュニケーションⅠ

○

〇

〇

○ 〇

○ 〇 〇

【 知　識　及　び　技　能 】基本的な語句，文法を理解し必要な情報を正確に把握することができる。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める
公的な英文Eメールの書き方を指導
・教材
Enrich Learning English
Communication I
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
教材の配信、課題の提出

〇

Unit 2
【知識及び技能】
助動詞＋受け身，現在完了進行形を用い
た文の形・意味・用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
身のまわりの迷信や信念について，聞い
たり読んだりしたことを活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
身のまわりの迷信や信念について読み手
を意識して要点や具体例を書く。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める
ライティングの指導、日本的事象につい
て紹介する英作文を書かせる
・教材
Enrich Learning English
Communication I
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
教材の配信、課題の提出

〇

〇

○ 〇

Unit 3
【知識及び技能】
分詞や関係代名詞を用いた文の形・意
味・用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
環境保全に関する内容について，読み手
を意識して目的を伝えたり質問内容を書
く。
【学びに向かう力、人間性等】
フォーマルなEメールを書くことで読み手
を意識して目的を伝えたり質問内容を書
く。

【知識及び技能】
助動詞＋受け身，現在完了進行形を用いた
文の形・意味・用法を理解することができ
た。
【思考力、判断力、表現力等】
身のまわりの迷信や信念について，聞いた
り読んだりしたことを活用しながら読み手
を意識してまとめることができた。
【学びに向かう力、人間性等】
身のまわりの迷信や信念について読み手を
意識して要点や具体例を書こうとした。

【知識及び技能】
分詞や関係代名詞を用いた文の形・意味・
用法を理解することができた。
【思考力、判断力、表現力等】
環境保全に関する内容について，読み手を
意識して目的を伝えたり質問内容伝えるこ
とができた。
【学びに向かう力、人間性等】
フォーマルなEメールを書くことで読み手
を意識して目的を伝えたり質問内容を書こ
うとした。

定期考査

領域

【知識及び技能】
受け身，不定詞，動名詞を用いた文の形・
意味・用法を理解することができた。
【思考力、判断力、表現力等】
話題について情報や自分の考えなどを，聞
き手にわかりやすく話して伝えていること
ができた。
【学びに向かう力、人間性等】
身のまわりの話題について情報や自分の考
えなどを聞き手にわかりやすく話して伝え
合おうとした。

Unit 1
【知識及び技能】
受け身，不定詞，動名詞を用いた文の
形・意味・用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
話題について情報や自分の考えなどを，
聞き手にわかりやすく話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
身のまわりの話題について情報や自分の
考えなどを，聞き手にわかりやすく話し
て伝える。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
プレゼンテーションの手法を指導、実際
にプレゼンテーションをさせる
・教材
Enrich Learning English
Communication I
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
教材の配信、課題の提出

単元の具体的な指導目標



聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇〇

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English
Communication I
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
教材の配信、課題の提出

○ 8

1

Unit 5
【知識及び技能】
　SVOC［分詞］，関係副詞how，助動詞の
過去形を用いた文の形・意味・用法を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
身のまわりの出来事について，わかりや
すく自分の考えや気持ちを話して伝え
る。
【学びに向かう力、人間性等】
身のまわりの出来事について，体験した
内容を基に，聞き手を引き付けながら，
わかりやすく自分の考えや気持ちを話し
て伝える。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English
Communication I
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
教材の配信、課題の提出 〇 ○ 〇

〇

〇

３
学
期

〇 〇

Unit 8
【知識及び技能】
　関係代名詞what，関係代名詞の非制限
用法を用いた文の形・意味・用法を理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
自分と他人の生活との類似点や相違点に
触れながら，メモを活用して，その概要
をわかりやすくまとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
プレゼンテーションの場面で，自分と他
人の類似点や相違点に触れながら，わか
りやすく話して伝える。

1

Unit 7
【知識及び技能】
　原形不定詞，仮定法過去完了，過去完
了進行形を用いた文の形・意味・用法を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　パラグラフの構成を意識して書いた
り，本論で理由を具体例とともに述べ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
主張を展開するために，読み手を意識し
ながら首尾一貫性のある原稿を書く。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English
Communication I
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
教材の配信、課題の提出

〇 〇 〇

定期考査

○ ○

【知識及び技能】
　関係代名詞what，関係代名詞の非制限用
法を用いた文の形・意味・用法を理解する
ことができた。
【思考力、判断力、表現力等】
自分と他人の生活との類似点や相違点に触
れながら，メモを活用して，その概要をわ
かりやすくまとめることができた。
【学びに向かう力、人間性等】
プレゼンテーションの場面で，自分と他人
の類似点や相違点に触れながら，わかりや
すく話して伝えようとした。

〇

2
学
期

Unit 4
【知識及び技能】
　現在完了形の受け身，過去完了形を用
いた文の形・意味・用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
スピーチの場面で，身のまわりの言葉や
文化に関する話題について，聞いたり読
んだりしたことを活用する。
【学びに向かう力、人間性等】
スピーチの場面で，身のまわりの言葉や
文化に関する話題について，聞いたり読
んだりしたことを活用して聞き手にわか
りやすく伝える。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
スピーチの手法を指導、実際にスピーチ
をさせる
・教材
Enrich Learning English
Communication I
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
教材の配信、課題の提出

○ 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
　現在完了形の受け身，過去完了形を用い
た文の形・意味・用法を理解することがで
きた。
【思考力、判断力、表現力等】
スピーチの場面で，身のまわりの言葉や文
化に関する話題について，聞いたり読んだ
りしたことを活用することができた。
【学びに向かう力、人間性等】
スピーチの場面で，身のまわりの言葉や文
化に関する話題について，聞いたり読んだ
りしたことを活用して聞き手にわかりやす
く伝え合おうとした。

定期考査 〇 〇

〇

Unit 6
【知識及び技能】
　分詞構文，関係副詞を用いた文の形・
意味・用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
人物を紹介するために，読み手を意識し
情報を整理しまとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
人物を紹介するために，関連のある情報
を時系列で書いたり，略歴を紹介したり
して，読み手を意識しながら簡潔かつ正
確に紹介文を書く。

〇

【知識及び技能】
　SVOC［分詞］，関係副詞how，助動詞の
過去形を用いた文の形・意味・用法を理解
することができた。
【思考力、判断力、表現力等】
身のまわりの出来事について，聞き手をひ
きつけながら，わかりやすく自分の考えや
気持ちを話して伝えることができた。
【学びに向かう力、人間性等】
スピーチの場面で身のまわりの出来事につ
いて，体験した内容を基に，聞き手を引き
付けながら，わかりやすく自分の考えや気
持ちを話して伝え合おうとした。

【知識及び技能】
　分詞構文，関係副詞を用いた文の形・意
味・用法を理解することができた。
【思考力、判断力、表現力等】
人物を紹介するために，関連の情報を時系
列でまとめ，読み手を意識し紹介できた。
【学びに向かう力、人間性等】
人物を紹介するために，関連のある情報を
時系列で書いたり，略歴を紹介したりし
て，読み手を意識しながら簡潔かつ正確に
紹介文を書こうとした。

定期考査

合
計

105

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English
Communication I
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
教材の配信、課題の提出

〇 ○ 〇 〇

〇

【知識及び技能】
　原形不定詞，仮定法過去完了，過去完了
進行形を用いた文の形・意味・用法を理解
することができた。
【思考力、判断力、表現力等】
　パラグラフの構成を意識して書いたり，
本論で理由を具体例とともに述べることが
できた。
【学びに向かう力、人間性等】
主張を展開するために，読み手を意識しな
がら首尾一貫性のある原稿を書こうとし
た。

〇 〇

15

評価規準 知 思 態

〇

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

配
当
時
数

8

○ ○ ○

1

8

8

〇 ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域



年間授業計画

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇 〇 〇 1

〇 〇 〇 1

外国語 論理・表現Ⅰ
外国語 論理・表現Ⅰ 2

（13s：吉田 幸代 ）（16s：清野優斗 ） （1B：鈴木洋子 ） （14s：清野優斗 ） （17s：山本　愛 ） （1C：吉田 幸代 ）

（11a：清野優斗 ） （11s：鈴木洋子 ） （12s：吉田幸代 ） （15s：鈴木洋子） （1A：山本　愛）

論理・表現Ⅰ
【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

目的や場面，状況などに応じた論理の構成や展開、
情報や考えなどを効果的に伝える表現を学ぶ。

目的や場面，状況などに応じて，情報を整理しなが
ら考えなどを形成し，これらを論理的に適切な英語
で表現する。

日常的な話題や社会的な話題について，英文から
得られた情報や考えなどを活用しながら，自分自
身の考えなどを適切に表現する。

APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND EXPRESSION Ⅰ

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】目的や場面，状況などに応じた論理の構成や展開、情報や考えなどを効果的に伝える表現を学ぶ。

目的や場面，状況などに応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，これらを論理的に適切な英語で表現する。

日常的な話題や社会的な話題について，英文から得られた情報や考えなどを活用しながら，自分自身の考えなどを適切に表現する。

Lesson 1
【知識及び技能】
5文型
現在形、過去形、進行形の用法
【思考力、判断力、表現力等】
・現在形、過去形、進行形を使って、自
分や周りの人について紹介することがで
きる。
・自分があこがれる人について、聞いた
り読んだりした情報を活用しながら、自
分の考えを相手に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分があこがれる人について、聞いたり
読んだりした情報を活用しながら、自分
の考えを相手に積極的に伝えようとして
いる。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

○ 〇 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

【知識及び技能】
　5文型、現在形、過去形、進行形の用法を
理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・現在形、過去形、進行形を使って、自分や
周りの人について紹介することができた。
・自分があこがれる人について、聞いたり読
んだりした情報を活用しながら、自分の考え
を相手に伝えることができた。
【学びに向かう力、人間性等】
自分があこがれる人について、聞いたり読ん
だりした情報を活用しながら、自分の考えを
相手に積極的に伝えようとしていた。

○ ○ ○ 5

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

〇

【知識及び技能】
　未来を表す表現を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・未来を表す表現を使って、未来のことにつ
いて表現できた。
・週末の予定について、聞いたり読んだりし
た情報を活用しながら、相手に伝えることが
できた。
【学びに向かう力、人間性等】
週末の予定について、相手に伝わりやすいよ
う工夫をしながら、積極的に伝えようとして
いた。

○ ○ ○ 4

Lesson 2
【知識及び技能】
　未来を表す表現
【思考力、判断力、表現力等】
・未来を表す表現を使って、未来のこと
について表現できる。
・週末の予定について、聞いたり読んだ
りした情報を活用しながら、相手に伝え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】　　　週
末の予定について、相手に伝わりやすい
よう工夫をしながら、積極的に伝えよう
としている。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

○ 〇 〇 〇

〇

【知識及び技能】
　現在完了形、現在完了進行形、過去完了形
を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・完了形の様々な表現を使って、自分の経験
を紹介できた。
・国内旅行と海外旅行のどちらが良いか、手
順を追い、論理的に自分の考えを発表するこ
とができた。
【学びに向かう力、人間性等】
国内旅行と海外旅行のどちらが良いか、積極
的に自分の考えを発表しようとしていた。

○ ○ ○ 2

定期考査

Lesson 4
【知識及び技能】
　現在完了形、現在完了進行形、過去完
了形
【思考力、判断力、表現力等】
・完了形の様々な表現を使って、自分の
経験を紹介できる。
・国内旅行と海外旅行のどちらが良い
か、手順を追い、論理的に自分の考えを
発表することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
国内旅行と海外旅行のどちらが良いか、
積極的に自分の考えを発表しようとして
いる。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

○ 〇 〇 〇

〇

【知識及び技能】
　受動態の用法を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・受動態の表現を使って、様々なことについ
て紹介できた。
・自分が好きな日本の食べ物について、聞い
たり読んだりした情報を活用しながら、紹介
することができた。
【学びに向かう力、人間性等】
自分が好きな日本の食べ物について、積極的
に紹介することができた。

○ ○ ○

Lesson 5
【知識及び技能】
　受動態の用法
【思考力、判断力、表現力等】
・受動態の表現を使って、様々なことに
ついて紹介できる。
・自分が好きな日本の食べ物について、
聞いたり読んだりした情報を活用しなが
ら、紹介することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分が好きな日本の食べ物について、積
極的に紹介することができる。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

○ 〇 〇 〇

Lesson 3
【知識及び技能】
　助動詞の用法
【思考力、判断力、表現力等】
・助動詞を使って、自分ができることや
相手への依頼等について表現できる。
・助動詞を使って、富士山を訪れる際の
注意事項について、相手に伝えることが
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
富士山を訪れる際の注意事項について、
助動詞を使って、相手に積極的に伝えよ
うとしている。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

○ 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
　助動詞の用法を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・助動詞を使って、自分ができることや相手
への依頼等について表現できた。
・助動詞を使って、富士山を訪れる際の注意
事項について、相手に伝えることができた。
【学びに向かう力、人間性等】
富士山を訪れる際の注意事項について、助動
詞を使って、相手に積極的に伝えようとして
いた。

○ ○ ○ 2

2

１
学
期

１
学
期

定期考査



聞 読 話

[

や

]

話

[

発

]

書
単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準

〇

【知識及び技能】
　to不定詞の形容詞的用法と副詞的用法を理
解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・不定詞の表現を使って、活動の目的や事物
の紹介をすることができた。
・留学先に日本から持っていきたいお土産に
ついて、不定詞の表現を使って、相手に伝え
ることができた。
【学びに向かう力、人間性等】
留学先に日本から持っていきたいお土産につ
いて、積極的に相手に伝えようとしていた。

〇 〇 〇 3

Lesson 9
【知識及び技能】
　to不定詞の形容詞的用法と副詞的用法
【思考力、判断力、表現力等】
・不定詞の表現を使って、活動の目的や
事物の紹介をすることができる。
・留学先に日本から持っていきたいお土
産について、不定詞の表現を使って、相
手に伝えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
留学先に日本から持っていきたいお土産
について、積極的に相手に伝えようとし
ている。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

〇 〇 〇 〇

〇

【知識及び技能】
　現在分詞と過去分詞を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・現在分詞や過去分詞を使って、身の回りの
人や物の紹介をすることができた。
・出来事の順序について、現在分詞や過去分
詞を使って、相手に説明することができた。
【学びに向かう力、人間性等】
出来事の順序について、積極的に相手に説明
しようとしていた。

○ ○〇 〇

○ ○ 〇 1
定期考査

〇 〇 〇

【知識及び技能】
　比較級と最上級の用法を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・比較級や最上級の表現を使い、身の回りの
数量の関係について表現できた。
・ギネスブックに載せる計画について、比較
級や最上級の表現を使って、発表することが
できた。
【学びに向かう力、人間性等】
ギネスブックに載せる計画について、比較級
や最上級の表現を使って、積極的に発表しよ
うとしていた。

○ ○ ○ 2

○ 2

○ ○ 〇 1

知 思 態

配
当
時
数

〇

【知識及び技能】
　同等比較と倍数比較の表現を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・同等比較と倍数比較の表現を使って、身の
回りの数量の関係について表現できた。
・食品ロスを減らす方法について、論理的に
自分の考えを、発表することができた。
【学びに向かう力、人間性等】
食品ロスを減らす方法について、論理的に自
分の考えを、積極的に発表しようとしてい
た。

○ ○ ○ 2

Lesson 7
【知識及び技能】
　同等比較と倍数比較の表現
【思考力、判断力、表現力等】
・同等比較と倍数比較の表現を使って、
身の回りの数量の関係について表現でき
る。
・食品ロスを減らす方法について、論理
的に自分の考えを、発表することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
食品ロスを減らす方法について、論理的
に自分の考えを、積極的に発表しようと
している。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

○ 〇 〇 〇

Lesson 6
【知識及び技能】
　比較級と最上級の用法
【思考力、判断力、表現力等】
・比較級や最上級の表現を使い、身の回
りの数量の関係について表現できる。
・ギネスブックに載せる計画について、
比較級や最上級の表現を使って、発表す
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ギネスブックに載せる計画について、比
較級や最上級の表現を使って、積極的に
発表しようとしている。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

○ 〇

Lesson 10
【知識及び技能】
　現在分詞と過去分詞
【思考力、判断力、表現力等】
・現在分詞や過去分詞を使って、身の
回りの人や物の紹介をすることができ
る。
・出来事の順序について、現在分詞や
過去分詞を使って、相手に説明するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
出来事の順序について、積極的に相手
に説明しようとしている。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

〇 〇

定期考査

【知識及び技能】
　動名詞の用法とto不定詞の名詞的用法を理
解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・動名詞や不定詞の表現を使って、将来の計
画について表現できた。
・災害への備えや発生時の行動について、論
理的に自分の考えを、相手に伝えることがで
きた。
【学びに向かう力、人間性等】
災害への備えや発生時の行動について、積極
的に自分の考えを、相手に伝えようとしてい
た。

○ ○ ○ 3

２
学
期

Lesson 8
【知識及び技能】
　動名詞の用法とto不定詞の名詞的用
法
【思考力、判断力、表現力等】
・動名詞や不定詞の表現を使って、将
来の計画について表現できる。
・災害への備えや発生時の行動につい
て、論理的に自分の考えを、相手に伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
災害への備えや発生時の行動につい
て、積極的に自分の考えを、相手に伝
えようとしている。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

○ 〇 〇 〇 〇



聞 読 話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇

【知識及び技能】
　関係代名詞を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・関係代名詞を使って、身の回りの人や物の
紹介をすることができた。
・オリジナル製品のアイディアについて、関
係代名詞を使って、論理的に発表することが
できた。
【学びに向かう力、人間性等】
オリジナル製品のアイディアについて、積極
的に発表しようとしていた。

〇 〇〇 〇

思 態

配
当
時
数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

〇

【知識及び技能】
　仮定法を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・仮定法を使って、自分の願望や、周りの人
への助言をすることができた。
・友達から受けた悩みの相談に対し、的確な
助言をすることができた。
【学びに向かう力、人間性等】
友達から受けた悩みの相談に対し、的確な助
言をしようとしていた。

〇 〇 〇 2

Lesson 13
【知識及び技能】
　仮定法
【思考力、判断力、表現力等】
・仮定法を使って、自分の願望や、周
りの人への助言をすることができる。
・友達から受けた悩みの相談に対し、
的確な助言をすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
友達から受けた悩みの相談に対し、的
確な助言をしようとしている。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

〇 〇 〇 〇

合
計

70

〇 〇 〇 1
定期考査

Lesson 12
【知識及び技能】
　関係副詞
【思考力、判断力、表現力等】
・関係副詞を使って、時や場所につい
て説明をすることができる。
・おすすめの観光地について、その魅
力を、関係副詞を使って相手に伝える
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
おすすめの観光地について、その魅力
を、相手に伝えようとしている。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

〇 〇

Lesson 11
【知識及び技能】
　関係代名詞
【思考力、判断力、表現力等】
・関係代名詞を使って、身の回りの人や
物の紹介をすることができる。
・オリジナル製品のアイディアについ
て、関係代名詞を使って、論理的に発表
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
オリジナル製品のアイディアについて、
積極的に発表しようとしている。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通し
て理解を深める。
・教材
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅰ
新々総合英語
48グランド英文法
・一人１台端末の活用　等
教材の提示
視覚教材

〇 〇 〇 2

３
学
期

○ 2〇 〇

【知識及び技能】
　関係副詞を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
・関係副詞を使って、時や場所について説明
をすることができた。
・おすすめの観光地について、その魅力を、
関係副詞を使って相手に伝えることができ
た。
【学びに向かう力、人間性等】
おすすめの観光地について、その魅力を、相
手に伝えようとしていた。

○ ○



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

【 知　識　及　び　技　能 】基本的な語句，文法を用いて，社会的な話題について，概要や要点を論理性に注意して捉えることができる。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English Communication
Ⅱ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇

Unit 3
【知識及び技能】
先行詞を含む関係副詞，否定語の倒置を用
いた文の形・意味・用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の体験・経験を基に，事実と意見を区
別して，詳細を整理して書く。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の体験・経験を基に，情報を伝えたり
評価づけしたり，感想を述べたりしなが
ら，事実と意見を区別して，詳細を整理し
て書こうとしいる。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English Communication
Ⅱ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇

〇

○ 〇

Unit 4
【知識及び技能】
　強調構文，関係副詞の非制限用法を用い
た文の形・意味・用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
特定の発明品が世の中にどの程度影響を与
えたのかについて，事実と意見を区別しな
がら話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
特定の発明品が世の中にどの程度影響を与
えたのかについて，聞き手に納得してもら
えるよう，事実と意見を区別しながら，詳
細をわかりやすく話して伝えようとする。

【知識及び技能】
先行詞を含む関係副詞，否定語の倒置を
用いた文の形・意味・用法を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の体験・経験を基に，事実と意見を
区別して，詳細を整理して書いた。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の体験・経験を基に，情報を伝えた
り評価づけしたり，感想を述べたりしな
がら，事実と意見を区別して，詳細を整
理して書こうとした。

【知識及び技能】
　強調構文，関係副詞の非制限用法を用
いた文の形・意味・用法を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
特定の発明品が世の中にどの程度影響を
与えたのかについて，事実と意見を区別
しながら，詳細をわかりやすく伝えた。
【学びに向かう力、人間性等】
特定の発明品について，それが世の中に
どの程度影響を与えたのかについて，聞
き手に納得してもらえるよう，事実と意
見を区別しながら，詳細をわかりやすく
伝えようとした。

定期考査

〇

領域

【知識及び技能】
助動詞＋完了形，不定詞の意味上の主語
を用いた文の形・意味・用法を理解し
た。
【思考力、判断力、表現力等】
話題について情報や自分の考えなどを，
聞き手にわかりやすく話して伝えた。
【学びに向かう力、人間性等】
特定の絶滅危惧種について，参照した情
報を基に重要な点を簡潔に整理して，聞
き手にわかりやすく詳細を話して伝えよ
うとした。

【知識及び技能】
・受け身の不定詞，助動詞doによる強調
を用いた文の形・意味・用法を理解し
た。
【思考力、判断力、表現力等】
eスポーツをスポーツとみなすかについて
主張と根拠を含めて自分の考えを詳細に
伝えた。
【学びに向かう力、人間性等】
eスポーツをスポーツとみなすかについて
主張と根拠を伝え合ったりしながら，自
分の考えを即興で話して，詳細を伝え
合った。

配
当
時
数

○ 〇

○

〇

〇

英語コミュニケーションⅡ

思

○

○

○

○ ○

○

態

社会的な話題に関心を持ち，話し手，書き手の意
図を捉え，能動的に学習し自分の知見を広げるこ
とができる。

○

外国語

社会的な話題について，情報や自分の考えなどを論理性に注意して話し合うだけでなく，書いて伝え合うことができる。

社会的な話題について，話し手，書き手の意図を捉え，能動的に学習し自分の知見を広げるができる。

英語コミュニケーションⅡ

１
学
期

Unit 1
【知識及び技能】
助動詞＋完了形，不定詞の意味上の主語を
用いた文の形・意味・用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
話題について情報や自分の考えなどを，聞
き手にわかりやすく話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
特定の絶滅危惧種について，参照した情報
を基に重要な点を簡潔に整理して，聞き手
にわかりやすく詳細を話して伝える。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English Communication
Ⅱ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

1

10

8

1

10

10

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

（１組：茂木　尚子　）（２組：神津　忠寿　）（３組：神津　忠寿　）（４組：山本　愛） （５組：茂木　尚子　）

知

【学びに向かう力、人間性等】

Unit 2
【知識及び技能】
・受け身の不定詞，助動詞doによる強調を
用いた文の形・意味・用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
eスポーツをスポーツとみなすかについて
主張と根拠を含めて自分の考えを詳細に伝
える。
【学びに向かう力、人間性等】
eスポーツをスポーツとみなすかについて
主張と根拠を伝え合ったりしながら，自分
の考えを即興で話して，詳細を伝え合う。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English Communication
Ⅱ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

〇

〇

（６組：山本　愛）

外国語 英語コミュニケーションⅡ 4

〇

〇

〇

〇

〇

〇

（７組：神津　忠寿）

社会的な話題について、基本的な語句，文法を
用いて，必要な情報を聞き取り，話し手,書き手
の意図を把握したり，概要や要点を目的に応じ
て捉えたりすることができる。

社会的な話題について，基本的な語句や文を用
いて，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意
して，目的に応じて表現することができる。

Enrich Learning English Communication Ⅱ

外国語



聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

Unit 6
【知識及び技能】
　部分否定を用いた文の形・意味・用法を
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
アンケートについて，回答結果を基に，詳
細を簡潔に整理して聞き手にわかりやすく
話して伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
アンケートについて，回答結果を基に，割
合を表したり解釈を付け加えたりして，詳
細を簡潔に整理して聞き手にわかりやすく
話して伝えようとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English Communication
Ⅱ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知 思 態

配
当
時
数

○ ○ ○ 12

Unit 8
【知識及び技能】
　複合関係副詞を用いた文の形・意味・用
法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ある記事を読んで分析した内容について，
事実と意見を区別しながら，情報や自分の
考えを即興で詳細を伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
ある記事を読んで分析した内容について，
事実と意見を区別しながら，情報や自分の
考えを即興で話して，詳細を伝え合おうと
する。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English Communication
Ⅱ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇 〇

○ ○ 12

○ ○ 1
2
学
期

Unit 5
【知識及び技能】
　接続詞＋分詞，完了不定詞を用いた文の
形・意味・用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
ギャップ・イヤーの普及について，利点と
欠点を踏まえ，構成を意識して複数のパラ
グラフで論理的に書く。
【学びに向かう力、人間性等】
ギャップ・イヤーの普及について，自分の
意見を伝えるために，利点と欠点を踏ま
え，構成を意識して複数のパラグラフで論
理的に書こうとしている。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English Communication
Ⅱ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

○ 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
　接続詞＋分詞，完了不定詞を用いた文
の形・意味・用法を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
ギャップ・イヤーの普及について，利点
と欠点を踏まえ，構成を意識して複数の
パラグラフで論理的に書いた。
【学びに向かう力、人間性等】
ギャップ・イヤーの普及について，自分
の意見を伝えるために，利点と欠点を踏
まえ，構成を意識して複数のパラグラフ
で論理的に書こうとした。

定期考査
〇 〇

〇 〇 〇

【知識及び技能】
　受け身の進行形，be動詞＋不定詞を用
いた文の形・意味・用法を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
　グループの意見をまとめるために，相
手の意見に適切に応じながら，自分の考
えを伝えた。
【学びに向かう力、人間性等】
グループの意見をまとめるために，相手
の意見に適切に応じながら，自分の考え
を即興で話し，詳細を伝え合おうとして
いた。

○

〇 〇

【知識及び技能】
　部分否定を用いた文の形・意味・用法
を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
アンケートについて，回答結果を基に，
詳細を簡潔に整理して聞き手にわかりや
すく話して伝えた。
【学びに向かう力、人間性等】
アンケートについて，回答結果を基に，
割合を表したり解釈を付け加えたりし
て，詳細を簡潔に整理して聞き手にわか
りやすく話して伝えようとした。

○

○ ○ 11

Unit 8
【知識及び技能】
　複合関係副詞を用いた文の形・意味・
用法を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
ある記事を読んで分析した内容につい
て，事実と意見を区別しながら，情報や
自分の考えを即興で詳細を伝えた。
【学びに向かう力、人間性等】
ある記事を読んで分析した内容につい
て，事実と意見を区別しながら，情報や
自分の考えを即興で話して，詳細を伝え
合おうとした。

○ ○ ○ 11

定期考査
〇 〇 ○ ○ 1

Unit 7
【知識及び技能】
　受け身の進行形，be動詞＋不定詞を用い
た文の形・意味・用法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　グループの意見をまとめるために，相手
の意見に適切に応じながら，自分の考えを
即興で話す。
【学びに向かう力、人間性等】
グループの意見をまとめるために，相手の
意見に適切に応じながら，自分の考えを即
興で話し，詳細を伝え合おうとしている。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English Communication
Ⅱ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○



○ ○

【知識及び技能】
　物語で用いられている語，句，文の意
味を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
物語の核心を捉えることができるよう
に，その概要や詳細，根拠を読み取った
り，背景知識を生かしながら異なる視点
から読み取った。
【学びに向かう力、人間性等】
物語の核心を捉えることができるよう
に，語，句，文の理解を基に，概要や詳
細，根拠を読み取ったり，背景知識を生
かしながら異なる視点から読み取ったり
しようとした。

〇 〇

12○

【知識及び技能】
　過去の習慣を表す表現を用いた文の
形・意味・用法を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
　就職面接を想定した場面で，自分の長
所や経験について即興で話して，詳細を
伝え合った。
【学びに向かう力、人間性等】
　就職面接を想定した場面で，仕事をす
るうえでの長所や経験について，情報や
自分の考え，評価を即興で話して，詳細
を伝え合おうとした。

○ ○

合
計

140

３
学
期

〇 〇

Active Reading1
【知識及び技能】
　物語で用いられている語，句，文の意味
を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
物語の核心を捉えることができるように，
その概要や詳細，根拠を読み取ったり，背
景知識を生かしながら異なる視点から読み
取ったりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
物語の核心を捉えることができるように，
語，句，文の理解を基に，概要や詳細，根
拠を読み取ったり，背景知識を生かしなが
ら異なる視点から読み取ったりしようとし
ている。

1

Unit9
【知識及び技能】
　過去の習慣を表す表現を用いた文の形・
意味・用法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　就職面接を想定した場面で，自分の長所
や経験について即興で話して，詳細を伝え
合う。
【学びに向かう力、人間性等】
　就職面接を想定した場面で，仕事をする
うえでの長所や経験について，情報や自分
の考え，評価を即興で話して，詳細を伝え
合おうとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English Communication
Ⅱ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇

定期考査

〇

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English Communication
Ⅱ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

○ 3

○ ○ 12

Unit10
【知識及び技能】
　未来進行形，未来完了形を用いた文の
形・意味・用法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
学校の改善について互いの意見を共有する
ために，自分の考えを理由ともに，即興で
話して詳細を伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
学校の改善について互いの意見を共有する
ために，自分の考えを理由ともに，即興で
話して詳細を伝え合おうとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English Communication
Ⅱ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

【知識及び技能】
　未来進行形，未来完了形を用いた文の
形・意味・用法を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
学校の改善について互いの意見を共有す
るために，自分の考えを理由ともに，即
興で話して詳細を伝え合った。
【学びに向かう力、人間性等】
学校の改善について互いの意見を共有す
るために，自分の考えを理由ともに，即
興で話して詳細を伝え合おうとした。

〇 〇 ○



年間授業計画

高等学校 令和６年度（２学年用） 教科　英語  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

(21A 神津 )(21S 遠藤 )(2AA 山本 )(2BA 遠藤 )(2CA 茂木 )(22S 茂木 )
(23S 山本 )(24S 遠藤 )(25S 神津 )(26S 茂木 )(27S 山本 )

都立雪谷

知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson19, 20, 21
【知識及び技能】
　関係詞
【思考力、判断力、表現力等】
  周りの人や物について、関係詞を使っ
て表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　将来住みたい場所について伝えること
ができる。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通して
理解を深める。
・教材
EARTHRISE English Grammar in 24
Stages
Workbook for EARTHRISE English
Grammar in 24 Stages
EARTHRISE　アースライズ総合英語
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅱ
Focus on Listening Standard
・一人１台端末の活用　等
Formsによる振り返り
視覚教材

〇 〇

外国語 論理・表現Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson24, Extra Lesson5         【知
識及び技能】
　仮定法
【思考力、判断力、表現力等】
　仮定法の表現を使って、願望や助言を
表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　環境問題や社会問題等の解決策につい
て議論できる。

領域

１
学
期

Lesson17, 18, Extra Lesson2
【知識及び技能】
　分詞
【思考力、判断力、表現力等】
　分詞を使って、身の周りの物事につい
て詳しく表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身の回りのニュースについて、適切に
説明することができる。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通して
理解を深める。
・教材
EARTHRISE English Grammar in 24
Stages
Workbook for EARTHRISE English
Grammar in 24 Stages
EARTHRISE　アースライズ総合英語
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅱ
Focus on Listening Standard
・一人１台端末の活用　等
Formsによる振り返り
視覚教材

○ 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

〇〇

定期考査

EARTHRISE English Grammar in 24 Stages, 新・英語の構文150

外国語

目的や場面，状況などに応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，これらを論理的に適切な英語で表現する。

日常的な話題や社会的な話題について，英文から得られた情報や考えなどを活用しながら，自分自身の考えなどを適切に表現する。

論理・表現Ⅱ

・指導事項
個から全体への意見の共有を通して
理解を深める。
・教材
EARTHRISE English Grammar in 24
Stages
Workbook for EARTHRISE English
Grammar in 24 Stages
EARTHRISE　アースライズ総合英語
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅱ
Focus on Listening Standard
・一人１台端末の活用　等
Formsによる振り返り
視覚教材

〇 〇

Lesson22, 23, Extra Lesson4
【知識及び技能】
　比較
【思考力、判断力、表現力等】
  様々な比較表現を使って、数量の比較
の表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　数量の比較等のデータについて伝える
ことができる。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通して
理解を深める。
・教材
EARTHRISE English Grammar in 24
Stages
Workbook for EARTHRISE English
Grammar in 24 Stages
EARTHRISE　アースライズ総合英語
APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND
EXPRESSION Ⅱ
Focus on Listening Standard
・一人１台端末の活用　等
Formsによる振り返り
視覚教材

定期考査

〇

【 知　識　及　び　技　能 】

○

○

論理・表現Ⅱ

思

○○

○ ○

○

態

目的や場面，状況などに応じた論理の構成や展開、情報や考えなどを効果的に伝える表現を学ぶ。

外国語

1

4

4

○

○

目的や場面，状況などに応じた論理の構成
や展開、情報や考えなどを効果的に伝える
表現を学ぶ。

目的や場面，状況などに応じて，情報を整理
しながら考えなどを形成し，これらを論理的
に適切な英語で表現する。

日常的な話題や社会的な話題について，英
文から得られた情報や考えなどを活用しな
がら，自分自身の考えなどを適切に表現する。

〇

〇

○

評価規準

配
当
時
数

○ ○

○ 4

4

○

Lesson17, 18, Extra Lesson2
【知識及び技能】
　分詞の表現が理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
　分詞を使って、身の周りの物事について
詳しく表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身の回りのニュースについて、適切に説
明することができる。

Lesson19, 20, 21
【知識及び技能】
　関係詞の使い方が理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
  周りの人や物について、関係詞を使って
表現することができた。
【学びに向かう力、人間性等】
　将来住みたい場所について伝えることが
できた。

 Lesson22, 23, Extra Lesson4
【知識及び技能】
　比較の表現が理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
  様々な比較表現を使って、数量の比較の
表現ができた。
【学びに向かう力、人間性等】
　数量の比較等のデータについて伝えるこ
とができた。

Lesson24, Extra Lesson5           【知
識及び技能】
　仮定法の表現が理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
　仮定法の表現を使って、願望や助言を表
現できた。
【学びに向かう力、人間性等】
　環境問題や社会問題等の解決策について
議論できた。

○ ○ 1

〇



合
計

70

○ ○ 1

３
学
期

２
学
期

定期考査

4

定期考査
○ 1

1

第6章　　　　　　　　　　　　　【知
識及び技能】
　副詞節
【思考力、判断力、表現力等】
  副詞節の仕組みについて理解すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身の回りの物事について話し合うこと
ができる。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通して
理解を深める。
・教材
新・英語の構文150
新・英語の構文150　学習ノート
Vol.2
・一人１台端末の活用　等
Formsによる振り返り
視覚教材

〇 〇 〇

第6章
【知識及び技能】
　副詞節の表現を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
  副詞節の仕組みについて理解することが
できた。
【学びに向かう力、人間性等】
　身の回りの物事について話し合うことが
できた。

〇 〇 〇 4

第7章
【知識及び技能】
　名詞節
【思考力、判断力、表現力等】
  名詞節の仕組みについて理解すること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分の趣味や計画について話し合うこ
とができる。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通して
理解を深める。
・教材
新・英語の構文150
新・英語の構文150　学習ノート
Vol.2
・一人１台端末の活用　等
Formsによる振り返り
視覚教材

〇 〇 〇

第7章　　　　　　　　　　　　　　【知
識及び技能】
　名詞節の表現を理解できた
【思考力、判断力、表現力等】
  名詞節の仕組みについて理解することが
できた。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分の趣味や計画について話し合うこと
ができた。

〇

4

第12章　　　　　　　　　　　　　【知
識及び技能】
 強調・倒置
【思考力、判断力、表現力等】
 強調や倒置の表現の仕組みについて理
解することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
 スピーチを通して、自分の考えを論理
的に伝えることができる。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通して
理解を深める。
・教材
新・英語の構文150
新・英語の構文150　学習ノート
Vol.3
・一人１台端末の活用　等
Formsによる振り返り
視覚教材

〇 〇

○

第3章
【知識及び技能】
　不定詞
【思考力、判断力、表現力等】
  不定詞を使って、自分の提案について
理由と共に表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分の考えとともに、学園祭の計画に
ついて伝えることができる。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通して
理解を深める。
・教材
新・英語の構文150
新・英語の構文150　学習ノート
Vol.1
・一人１台端末の活用　等
Formsによる振り返り
視覚教材

〇

第10章
【知識及び技能】
　否定
【思考力、判断力、表現力等】
  否定の表現の仕組みについて理解する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　特定の問題に対する自分の考えを伝え
ることができる。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通して
理解を深める。
・教材
新・英語の構文150
新・英語の構文150　学習ノート
Vol.3
・一人１台端末の活用　等
Formsによる振り返り
視覚教材

〇 〇

第4章　　　　　　　　　　　　　【知
識及び技能】
　動名詞
【思考力、判断力、表現力等】
  動名詞を使って、物事の特徴について
表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　印象に残った出来事について話し合う
ことができる。

・指導事項
個から全体への意見の共有を通して
理解を深める。
・教材
新・英語の構文150
新・英語の構文150　学習ノート
Vol.1
・一人１台端末の活用　等
Formsによる振り返り
視覚教材

〇 〇

定期考査

4

4

〇 〇

〇 〇 〇〇 〇

第3章
【知識及び技能】
　不定詞の表現を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
  不定詞を使って、自分の提案について理
由と共に表現できた。
【学びに向かう力、人間性等】
　自分の考えとともに、学園祭の計画につ
いて伝えることができた。

4

〇

〇

第12章　　　　　　　　　　　　　　【知
識及び技能】
 強調・倒置の表現を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
 強調や倒置の表現の仕組みについて理解
することができた。
【学びに向かう力、人間性等】
 スピーチを通して、自分の考えを論理的
に伝えることができた。

〇

〇

〇〇 〇

第10章　　　　　　　　　　　　　　【知
識及び技能】
　否定の表現を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
  否定の表現の仕組みについて理解するこ
とができた。
【学びに向かう力、人間性等】
　特定の問題に対する自分の考えを伝える
ことができた。

第4章
【知識及び技能】
　動名詞の表現を理解できた。
【思考力、判断力、表現力等】
  動名詞を使って、物事の特徴について表
現できた。
【学びに向かう力、人間性等】
　印象に残った出来事について話し合うこ
とができた。

〇 〇〇

○ ○

〇〇



年間授業計画

高等学校 令和6年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話
[

や

]
話

[

発

]

書

１
学
期

【 知　識　及　び　技　能 】多様な語句，文法を用いて，社会的な話題について，概要や要点を論理性に注意して捉えることができる。

Unit 3
【知識及び技能】
文化人類学の観点から，世界の民話の特
徴や類型を学ぶ。民話で使われる文の
形・意味・用法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
民話を自分なりに解釈して読んだことを
基に，聞き手にわかりやすく変更した民
話の内容を詳しく伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
民話を自分なりに解釈して考えを深める
ために，聞いたり読んだりしたことを基
に，民話の内容を伝えようとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English
Communication Ⅲ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇○ 〇

【知識及び技能】
文化人類学の観点から，世界の民話の特徴
や類型を学び、民話で使われる文の形・意
味・用法を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
民話を自分なりに解釈して，聞き手にわか
りやすく変更した民話の内容を詳しく伝え
た。
【学びに向かう力、人間性等】
民話を自分なりに解釈して考えを深めるた
めに，聞いたり読んだりしたことを基に，
民話の内容を伝えようとした。

〇

領域

【知識及び技能】
共感の気持ちを示したり，助言を伝え合っ
たりするための適切な表現や方法を理解し
た。
【思考力、判断力、表現力等】
心理学や学習科学に関連した雑誌記事や
ウェブの記事から，必要な情報を読み取
り，概要や要点，詳細を的確に捉えた。
【学びに向かう力、人間性等】
共感の気持ちを示し、助言を行い，情報を
詳しく話して伝え合おうとした。

【知識及び技能】
接続詞を用いた複数の段落から成る論説文
の形式を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
人工知能が教育にもたらす利点について，
自分の考えを理由や根拠を示しながら論理
的に書いて伝えた。
【学びに向かう力、人間性等】
人工知能が教育にもたらす利点について，
自分の考えを理由や根拠を示しながら論理
的に伝えようとした。

定期考査

英語コミュニケーションⅢ

思

○

態

多様な語句や文を目的や場面，状況などに応じ
て適切に用いて，情報や考え，気持ちなどを詳
しく話して会話を発展させることができる。ま
た，課題の解決策などを論理的に詳しく話して
伝え合うことができる。

○

外国語

社会的な話題について，情報や自分の考えなどを論理性に注意して話し合うだけでなく，書いて伝え合うことができる。

社会的な話題について，話し手，書き手の意図を捉え，能動的に学習し自分の知見を広げるができる。

英語コミュニケーションⅢ

配
当
時
数

〇

5

5

5

○

○

○

○ ○

○ ○

〇 ○ 〇

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Unit 1
【知識及び技能】
共感の気持ちを示したり，助言を伝え
合ったりするための適切な表現や方法を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
心理学や学習科学に関連した雑誌記事や
ウェブの記事から，必要な情報を読み取
り，概要や要点，詳細を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
よくある勉強の悩みについて，共感の気
持ちを示したり，助言を伝え合ったりし
て，情報を詳しく話して伝え合おうとす
る。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English
Communication Ⅲ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

（６組：鈴木　洋子）

外国語 英語コミュニケーションⅢ 4

〇

〇

（７組：加藤　正紀）

社会的な話題について，必要な情報を読み取
り，文章の展開や書き手の意図を把握したり，
概要や要点，詳細を目的に応じて捉えたりする
ことができる。

社会的な話題について，多様な語句や文を目
的や場面，状況などに応じて適切に用いて，
情報や考え，気持ちなどを論理的に詳しく話
して伝えることができる。また、論理的に詳
しく書いて伝えることができる。

Enrich Learning English Communication Ⅲ　Cutting Edge Green

外国語

（１組：木之下　敬）（２組：遠藤　浩司） （３組：鈴木　洋子）（４組：加藤　正紀）（５組：木之下　敬）

知

【学びに向かう力、人間性等】

Unit 2
【知識及び技能】
AIの進化と社会に与える影響について学
ぶ。接続詞を用いた複数の段落から成る
論説文の形式を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
人工知能が教育にもたらす利点につい
て，自分の考えを理由や根拠を示しなが
ら論理的に書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
人工知能が教育にもたらす利点につい
て，自分の考えを理由や根拠を示しなが
ら論理的に書いて伝えようとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English
Communication Ⅲ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ ○ 1



１
学
期

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English
Communication Ⅲ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇

Unit 7
【知識及び技能】
問題と解決策を説明する論説文の構成や
表現を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
身近な魚の現状について，その生態や問
題，解決策を明らかにしながら，考えを
論理的に詳しく書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な魚の現状について，その生態や問
題，解決策を明らかにしながら，考えを
論理的に詳しく書いて伝えようとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English
Communication Ⅲ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English
Communication Ⅲ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 〇

Unit 4
【知識及び技能】
「タイムカプセル」に残された物から何
を学べるか，未来に向けて何を残したい
かを考える。
【思考力、判断力、表現力等】
タイムカプセルで残したいものについ
て，意見や考えを理由とともに詳しく話
して伝え合うやり取りを続け，会話を発
展させる。
【学びに向かう力、人間性等】
タイムカプセルで残したいものについ
て，意見や考えを理由とともに詳しく話
して伝え合うやり取りを続け，会話を発
展させようとする。

【知識及び技能】
「タイムカプセル」に残された物から何を
学べるか，未来に向けて何を残したいかを
考えた。
【思考力、判断力、表現力等】
タイムカプセルで残したいものについて，
意見や考えを理由とともに詳しく話して伝
え合った。
【学びに向かう力、人間性等】
タイムカプセルで残したいものについて，
意見や考えを理由とともに詳しく話して伝
え合うやり取りを続け，会話を発展させよ
うとした。

○ ○○ 〇 4

Unit 5
【知識及び技能】
2つの観点を対比しながら自分の意見を述
べる論説文の構成や表現を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
異文化の中で暮らすことの長所・短所に
ついて，2つの観点を対比しながら，意見
や考えを論理的に詳しく書く。
【学びに向かう力、人間性等】
異文化の中で暮らすことの長所・短所に
ついて，2つの観点を対比しながら，意見
や考えを論理的に詳しく書こうとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English
Communication Ⅲ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

○ 〇

Unit 6
【知識及び技能】
芸術作品を描写したり，作品の感想を述
べ合ったりするための適切な表現や方法
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
芸術作品を楽しみ，それぞれの感じ方の
違いに気付くために，作品の描写や感想
を即興で詳しく話して伝え合うやり取り
を続ける。
【学びに向かう力、人間性等】
芸術作品を楽しみ，それぞれの感じ方の
違いに気付くために，作品の描写や感想
を即興で詳しく話して伝え合うやり取り
を続けようとする。

〇 〇

【知識及び技能】
2つの観点を対比しながら自分の意見を述
べる論説文の構成や表現を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
異文化の中で暮らすことの長所・短所につ
いて，2つの観点を対比しながら，意見や
考えを論理的に詳しく書いた。
【学びに向かう力、人間性等】
異文化の中で暮らすことの長所・短所につ
いて，2つの観点を対比しながら，意見や
考えを論理的に詳しく書こうとした。

○

【知識及び技能】
芸術作品を描写したり，作品の感想を述べ
るための適切な表現や方法を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
芸術作品を楽しみ，それぞれの感じ方の違
いに気付くために，作品の感想を詳しく話
して伝え合った。
【学びに向かう力、人間性等】
芸術作品を楽しみ，それぞれの感じ方の違
いに気付くために，作品の描写や感想を即
興で詳しく話して伝え合うやり取りを続け
ようとした。

○ ○ ○ 4

○ ○ 4

○

○ ○ 3

定期考査
〇 〇 ○ ○ 1

【知識及び技能】
問題と解決策を説明する論説文の構成や表
現を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
身近な魚の現状について，その生態や問
題，解決策を明らかにしながら，考えを論
理的に詳しく書いて伝えた。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な魚の現状について，その生態や問
題，解決策を明らかにしながら，考えを論
理的に詳しく書いて伝えようとした。

○



聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

２
学
期

思 態

配
当
時
数

○ ○ 3

【知識及び技能】
提案や異議を述べたり，意見を伝え合い，
話し合いを帰結させたりするための適切な
表現や方法を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
学校の命名権について，相手の主張を正確
に把握しながら，情報や考えを論理的に詳
しく話して伝え合った。
【学びに向かう力、人間性等】
学校の命名権について，相手の主張を正確
に把握しながら，情報や考えを論理的に詳
しく話して伝え合おうとした。

○ ○ ○ 4

○ ○ ○ 4

○ 4

〇

【知識及び技能】
言語学の観点から，世界の言語の特徴や変
遷を学んだ。
【思考力、判断力、表現力等】
英語の変遷や世界中の言語の特徴や変遷に
ついて読んだことを基に，聞き手に内容を
わかりやすく詳しく伝えた。
【学びに向かう力、人間性等】
英語の変遷や世界中の言語の特徴や変遷に
ついて読んだことを基に，聞き手に内容を
わかりやすく詳しく伝えようとした。

○

Unit 8
【知識及び技能】
提案や異議を述べたり，意見を伝え合
い，話し合いを帰結させたりするための
適切な表現や方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
学校の命名権について，相手の主張を正
確に把握しながら，情報や考えを論理的
に詳しく話して伝え合う。
【学びに向かう力、人間性等】
学校の命名権について，相手の主張を正
確に把握しながら，情報や考えを論理的
に詳しく話して伝え合おうとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Enrich Learning English
Communication Ⅲ
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇 〇

評価規準 知単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

Chapter 2
【知識及び技能】
必要水分量について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
医学研究所の報告を読み、信じられてい
た事象と科学的根拠に基づいた事実につ
いて，自分の考えを論理的に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
医学研究所の報告を読み、信じられてい
た事象と科学的根拠に基づいた事実につ
いて，自分の考えを論理的に伝えようと
する。

Chapter 1
【知識及び技能】
食事とCO2の関係について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
研究者の報告書に関連した記事から，必
要な情報を読み取り，概要や要点，詳細
を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
日常の食事と地球の環境の関りついて，
必要な情報を読み取り，概要や要点，詳
細を的確に捉え，情報を詳しく伝え合お
うとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Cutting Edge Green
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

○ 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
食事とCO2の関係について理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
研究者の報告書に関連した記事から，必要
な情報を読み取り，概要や要点，詳細を的
確に捉えた。
【学びに向かう力、人間性等】
日常の食事と地球の環境の関りついて，必
要な情報を読み取り，概要や要点，詳細を
的確に捉え，情報を詳しく伝え合おうとし
た。

○

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Cutting Edge Green
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
必要水分量について学んだ。
【思考力、判断力、表現力等】
医学研究所の報告を読み、信じられていた
事象と科学的根拠に基づいた事実につい
て，自分の考えを論理的に伝えた。
【学びに向かう力、人間性等】
医学研究所の報告を読み、信じられていた
事象と科学的根拠に基づいた事実につい
て，自分の考えを論理的に伝えようとし
た。

○ ○

Chapter 3
【知識及び技能】
言語学の観点から，世界の言語の特徴や
変遷を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
英語の変遷や世界中の言語の特徴や変遷
について読んだことを基に，聞き手に内
容をわかりやすく詳しく伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
英語の変遷や世界中の言語の特徴や変遷
について読んだことを基に，聞き手に内
容をわかりやすく詳しく伝えようとす
る。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Cutting Edge Green
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇

1
定期考査

〇 〇 ○



２
学
期

【知識及び技能】
自然科学に関する文章を読み、火の制御と
体毛の関係について学んだ。
【思考力、判断力、表現力等】
体毛と体温調節、火の制御の関連性につい
て読んだことを基に，自分の考えを論理的
に詳しく書いて伝えた。
【学びに向かう力、人間性等】
体毛と体温調節、火の制御の関連性につい
て読んだことを基に，自分の考えを論理的
に詳しく書いて伝えようとした。

○

Chapter 5
【知識及び技能】
クアッガの絶滅を通して人間の美醜と動
物保護の関係を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
人間の感じる美・醜とは何かについて，
双方の観点を対比しながら，意見や考え
を論理的に詳しく書く。
【学びに向かう力、人間性等】
動物保護と人間の美醜の関係について，
双方の観点を対比しながら，意見や考え
を論理的に詳しく書こうとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Cutting Edge Green
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

○ 〇 〇 〇 〇

【知識及び技能】
クアッガの絶滅を通して人間の美醜と動物
保護の関係を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
人間の感じる美・醜とは何かについて，双
方の観点を対比しながら，意見や考えを論
理的に詳しく書いた。
【学びに向かう力、人間性等】
動物保護と人間の美醜の関係について，双
方の観点を対比しながら，意見や考えを論
理的に詳しく書こうとした。

○

Chapter 4
【知識及び技能】
人工知能と人間の関係について考える。
【思考力、判断力、表現力等】
頭脳クローンについて，意見や考えを理
由とともに詳しく話して伝え合うやり取
りを続け，会話を発展させる。
【学びに向かう力、人間性等】
頭脳クローンとトランスヒューマンが引
き起こす利点、欠点について，意見や考
えを理由とともに詳しく話して伝え合う
やり取りを続け，会話を発展させようと
する。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Cutting Edge Green
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
人工知能と人間の関係について考えた。
【思考力、判断力、表現力等】
頭脳クローンについて，意見や考えを理由
とともに詳しく話して伝え合うやり取りを
続け，会話を発展させた。
【学びに向かう力、人間性等】
頭脳クローンとトランスヒューマンが引き
起こす利点、欠点について，意見や考えを
理由とともに詳しく話して伝え合うやり取
りを続け，会話を発展させようとした。

○ ○ ○ 4

○ ○ 5

Chapter 6
【知識及び技能】
物語文を読み、情景や感情の細やかな描
写やさまざまな表現方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
物語文を楽しみ，心情描写や作品の感想
を即興で詳しく話して伝え合うやり取り
を続ける。
【学びに向かう力、人間性等】
物語文を楽しみ，心情描写や作品の感想
を即興で詳しく話して伝え合うやり取り
を続けようとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Cutting Edge Green
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
物語文を読み、情景や感情の細やかな描写
やさまざまな表現方法を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
物語文を楽しみ，心情描写や作品の感想を
即興で詳しく話して伝え合うやり取りを続
けた。
【学びに向かう力、人間性等】
物語文を楽しみ，心情描写や作品の感想を
即興で詳しく話して伝え合うやり取りを続
けようとした。

○ ○ ○ 4

【知識及び技能】
コロナ禍における地域社会の問題に関する
文章を読み、公衆衛生の危機と地域社会の
問題について学んだ。
【思考力、判断力、表現力等】
分断された地域社会とSNSの役割について
読んだことを基に，自分の考えを論理的に
詳しく書いて伝えた。
【学びに向かう力、人間性等】
分断された地域社会とSNSの役割について
読んだことを基に，自分の考えを論理的に
詳しく書いて伝えようとした。

○

○ ○ 5

定期考査
〇 〇 ○ ○ 1

Chapter 7
【知識及び技能】
自然科学に関する文章を読み、火の制御
と体毛の関係について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
体毛と体温調節、火の制御の関連性につ
いて読んだことを基に，自分の考えを論
理的に詳しく書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
体毛と体温調節、火の制御の関連性につ
いて読んだことを基に，自分の考えを論
理的に詳しく書いて伝えようとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Cutting Edge Green
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇 〇

３
学
期

○ ○ 4

合
計

140

Chapter 8
【知識及び技能】
コロナ禍における地域社会の問題に関す
る文章を読み、公衆衛生の危機と地域社
会の問題について学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
分断された地域社会とSNSの役割について
読んだことを基に，自分の考えを論理的
に詳しく書いて伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
分断された地域社会とSNSの役割について
読んだことを基に，自分の考えを論理的
に詳しく書いて伝えようとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Cutting Edge Green
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇 〇



年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ FACTBOOK Ⅲ、Simple Skills for English Writing, Scramble, ドラゴンEnglish, Starting Line 英語/リスニング））

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

２
学
期

○

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

1

Unit 5 単元
【知識及び技能】
　一つの視点を示す
【思考力、判断力、表現力等】
　キャッシュレス社会の利点
【学びに向かう力、人間性等】
　クラウドファンディングの普及

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　一つの視点を示すことができた。
【思考・判断・表現】
　キャッシュレス社会の利点を考察できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　クラウドファンディングの普及を考察でき
た。

○ ○

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　主旨を明示するこたができた。
【思考・判断・表現】
　ニュースサービスの利用状況の検証ができ
た。
【主体的に学習に取り組む態度】
　積極的にグラフを活用できた。

○ ○

定期考査

１
学
期

Unit 1 単元
【知識及び技能】
　緩やかに主題を導入する
【思考力、判断力、表現力等】
　AIに将来とってかわられない職業
の考察
【学びに向かう力、人間性等】
　今後のAIとの付き合い方

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　緩やかに主題を導入できた。
【思考・判断・表現】
　AIに将来とってかわられない職業の考察が
できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　今後のAIとの付き合い方を考えることがで
きた。

○

○

○ 5

Unit 2 単元
【知識及び技能】
　問題点を指摘する
【思考力、判断力、表現力等】
  自分が成長した経験の共有
【学びに向かう力、人間性等】
　海外で成功した日本人の紹介

1

Unit 3 単元
【知識及び技能】
　主旨を明示する
【思考力、判断力、表現力等】
　ニュースサービスの利用状況の検
証
【学びに向かう力、人間性等】
　積極的にグラフを活用

○

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　引用をしながら説明できた。
【思考・判断・表現】
　3Rの特徴を表現できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　3Rの特徴を表現できた。

○ ○ ○

○

5

定期考査
○

Unit 4 単元
【知識及び技能】
　引用をしながら説明する
【思考力、判断力、表現力等】
　3Rの特徴を表現
【学びに向かう力、人間性等】
　3Rの特徴を表現

外国語（英語） 論理・表現Ⅲ
外国語（英語） 論理・表現Ⅲ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

目的や場面，状況などに応じた論理の
構成や展開、情報や考えなどを効果的に
伝える表現を学ぶ。

目的や場面，状況などに応じて，情報を
整理しながら考えなどを形成し，これらを
論理的に適切な英語で表現する。

FACTBOOK Ⅲ、Simple Skills for English Writing, Scramble, ドラゴンEnglish,Starting Line リスニング

外国語（英語）

自分の意見を的確に伝えることができるように、目的や場面，状況などに応じて，情報を整理しながら考えなどを形成し，これらを論理的に適切な英語で表現する。

自分の意見を的確に伝えることができるように、日常的な話題や社会的な話題について，英文から得られた情報や考えなどを活用しながら，自分自身の考えなどを適切に表現する。

論理・表現Ⅲ

【 知　識　及　び　技　能 】

（１組：茂木　）（2組：加藤）(３組：加藤）（４組：木之下）（５組：加藤）（６組：木之下）（７組：木之下）

東京都立雪谷

定期考査
○ ○ 1

自分の意見を的確に伝えることができるように、目的や場面，状況などに応じた論理の構成や展開、情報や考えなどを効果的に伝える表現を学ぶ。

日常的な話題や社会的な話題について，
英文から得られた情報や考えなどを
活用しながら，自分自身の考えなどを適切に
表現する。

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ ○ 4

5

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
　問題点を指摘できた。
【思考・判断・表現】
　自分が成長した経験の共有ができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　海外で成功した日本人の紹介ができた。

○

○ 4

Unit 6 単元
【知識及び技能】
　説明する・定義する
【思考力、判断力、表現力等】
　食品添加物の摂取について
【学びに向かう力、人間性等】
　自動運転車の是非

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　説明する・定義することができた。
【思考・判断・表現】
　食品添加物の摂取について考察できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　自動運転車の是非を考察できた。

○ ○ ○ 5



２
学
期

○ ○ ○

○ ○ ○ 2

Unit 7 単元
【知識及び技能】
  推測や解釈を示す
【思考力、判断力、表現力等】
　日本文化を多角的に考察
【学びに向かう力、人間性等】
　生誕地の魅力を語る

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　推測や解釈を示すことができた。。
【思考・判断・表現】
　日本文化を多角的に考察できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生誕地の魅力を語ることができた。

○ ○

定期考査
○ ○ 1

5

○ 5

Unit 8 単元
【知識及び技能】
　効果を述べる
【思考力、判断力、表現力等】
　各種エネルギーの比率の考察
【学びに向かう力、人間性等】
　女性の就労率の年代別考察

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　効果を述べることができた。
【思考・判断・表現】
　各種エネルギーの比率の考察ができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　女性の就労率の年代別考察ができた。

合計
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入試対策３
学
期



年間授業計画

高等学校 令和６年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ FACTBOOK Ⅲ、Simple Skills for English Writing, Scramble, ドラゴンEnglish, Starting Line 英語/リスニング））

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

○ ○ ○

1

Unit 7 単元
【知識及び技能】
  推測や解釈を示す
【思考力、判断力、表現力等】
　感染症の恐ろしさ
【学びに向かう力、人間性等】
　コロナを通しての経験

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　推測や解釈を示すことができた。。
【思考・判断・表現】
　感染症の恐ろしさを理解できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　コロナを通しての経験から今後の展望を
　考えることができた。

○ ○

Unit 5 単元
【知識及び技能】
　一つの視点を示す
【思考力、判断力、表現力等】
　褒めることの重要性
【学びに向かう力、人間性等】
　経営者の資質

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　一つの視点を示すことができた。
【思考・判断・表現】
　褒めることの重要性を理解できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　経営者の資質が理解できた。

○ ○

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　主旨を明示するこたができた。
【思考・判断・表現】
　光と目、脳の大きさを考察できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　人類の進化の考察ができた。

○ ○

定期考査

２
学
期

○

○ 5

Unit 2 単元
【知識及び技能】
　問題点を指摘する
【思考力、判断力、表現力等】
  家族の絆
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な形の家族の絆

1

Unit 3 単元
【知識及び技能】
　主旨を明示する
【思考力、判断力、表現力等】
　光と目、脳の大きさ
【学びに向かう力、人間性等】
　人類の進化の考察

○

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　引用をしながら説明できた。
【思考・判断・表現】
　人間のエネルギーの仕組みを理解できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　人体の脂肪の役割を理解できた。

○ ○ ○

○

5

定期考査

○

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

○

Unit 4 単元
【知識及び技能】
　引用をしながら説明する
【思考力、判断力、表現力等】
　人間のエネルギー
【学びに向かう力、人間性等】
　人体の脂肪の役割

外国語（英語） 総合英語L
外国語（英語） 総合英語L 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

目的や場面，状況などに応じた論理の
構成や展開、情報や考えなどを効果的に
把握できるようにする。

目的や場面，状況などに応じて，情報を
整理しながら相手の意図を読み取ことができる
ようにする。

Cutting Edge Blue

外国語（英語）

相手の意見を的確に理解するため、目的や場面，状況などに応じて，情報を整理しながら考えなどを把握できるようにする。

相手の意見を正確に理解するため、日常的な話題や社会的な話題について，英文から得られた情報や考えなどの奥底まで理解できるようにする。

総合英語L

【 知　識　及　び　技　能 】

木之下

東京都立雪谷

１
学
期

Unit 1 単元
【知識及び技能】
　緩やかに主題を導入する
【思考力、判断力、表現力等】
　ギニアワームの実態
【学びに向かう力、人間性等】
　Carter Center の世界的な貢献

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　緩やかに主題を導入できた。
【思考・判断・表現】
　ギニアワームの実態が理解できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　Carter Center の世界的な貢献が理解でき
た。

○

定期考査 ○ ○ 1

相手の意見を的確に理解できるように、目的や場面，状況などに応じた論理の構成や展開、情報や考えなどを的確に読み取ることができる。

日常的な話題や社会的な話題について，
英文から得られた情報や考えなどを
奥底まで読み取れるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ ○ 4

5

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
　問題点を指摘できた。
【思考・判断・表現】
　家族の絆を理解できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　様々な形の家族の絆を考察できた。

○

定期考査 ○ ○ 1

5

○ 5

Unit 8 単元
【知識及び技能】
　効果を述べる
【思考力、判断力、表現力等】
　睡眠の考察
【学びに向かう力、人間性等】
　質の良い睡眠

○ 4

Unit 6 単元
【知識及び技能】
　説明する・定義する
【思考力、判断力、表現力等】
　経営戦略
【学びに向かう力、人間性等】
 経済の動きの難しさ

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　説明する・定義することができた。
【思考・判断・表現】
　色々な経営戦略があるということが理解で
きた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　経済の動きの難しさを考察できた。

○ ○ ○ 5

・指導事項
　個から全体への意見の共有を通
して理解を深める。
・教材
　上記参照
・一人１台端末の活用　等
　Forms による振り返り
　視覚教材

【知識・技能】
　効果を述べることができた。
【思考・判断・表現】
　睡眠に関して考察できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　質の良い睡眠を理解できた。

合計
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入試対策
３
学
期

○ ○ ○ 2



年間授業計画

高等学校 令和6年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 組～ 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

2
学
期

1
定期考査

〇 ○〇 ○

Unit 8～Unit 11
【知識及び技能】
環境問題に関する内容を読み，環境
汚染にに関する表現を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
環境問題に関する内容を読み、筆者
の主張を正確に把握しながら，情報
や考えを論理的に詳しく話して伝え
合う。
【学びに向かう力、人間性等】
環境問題について，筆者の主張を正
確に把握しながら，情報や考えを論
理的に詳しく話して伝え合おうとす
る。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Front Runner 2
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇 〇

評価規準 知単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

Unit 8～Unit 11
【知識及び技能】
環境問題に関する内容を読み，環境汚染に
に関する表現を習得した。
【思考力、判断力、表現力等】
環境問題に関する内容を読み、筆者の主張
を正確に把握しながら，情報や考えを論理
的に詳しく話して伝え合うことができた。
【学びに向かう力、人間性等】
環境問題について，筆者の主張を正確に把
握しながら，情報や考えを論理的に詳しく
話して伝え合おうとした。

○ ○ ○ 8

外国語 総合英語M 2

〇

（　加藤　正紀　）

・多様なテーマに必要なフレーズ、イディオム
の理解、新出単語や熟語を習得する。
・パラグラフ中のトピックセンテンスを掴み、
内容理解の精度を高める。

・多様なテーマを通して異なる文化や価値観
を学び、知的好奇心を高め、幅広い知識と教
養を
身に付ける。

Front Runner ２

外国語

知

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○

【知識及び技能】

Unit 1 ～Unit 3
【知識及び技能】
国際的な問題を表す表現、語句を学
ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
雑誌記事やウェブの記事から，必要
な情報を読み取り，概要や要点，詳
細を的確に捉える。
【学びに向かう力、人間性等】
国際的な問題を学び、互いに情報を
詳しく話して伝え合おうとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心
に、個から全体への意見の共有を通
し学びを深める。
・教材
Front Runner 2
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

１
学
期

〇

定期考査
〇 〇

総合英語

思

○ ○

態

・多様な語句や文を目的や場面，状況などに応
じて適切に用いて伝え合うことができる。ま
た，課題の解決策などを論理的に詳しく話して
伝え合うことができる。

外国語

社会的な話題について，情報や自分の考えなどを論理性に注意して話し合うだけでなく，書いて伝え合うことができる。

社会的な話題について，話し手，書き手の意図を捉え，能動的に学習し自分の知見を広げるができる。

総合英語

配
当
時
数

○ 〇

〇

8

8

○

【思考力、判断力、表現力等】

○ ○ 1

○

思 態

配
当
時
数

【 知　識　及　び　技　能 】社会的な話題について，必要な文法を用いて，社会的な話題について，概要や要点を論理性に注意して捉えることができる。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心
に、個から全体への意見の共有を通
し学びを深める。
・教材
Front Runner 2
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 〇

Unit 4～Unit 7
【知識及び技能】
文化人類学的な話題に関する表現を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
文化人類学的な内容を理解し、自分
の考えを理由や根拠を示しながら論
理的に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
文化人類的な内容について，自分の
考えを理由や根拠を示しながら論理
的に伝えようとする。

Unit 4～Unit 7
【知識及び技能】
文化人類学的な話題に関する表現を理解し
た。
【思考力、判断力、表現力等】
文化人類学的な内容を理解し、自分の考え
を理由や根拠を示しながら論理的に伝え
た。
【学びに向かう力、人間性等】
文化人類的な内容について，自分の考えを
理由や根拠を示しながら論理的に伝えよう
とした。

領域

Unit 1 ～Unit 3
【知識及び技能】
国際的な問題を表す表現、語句を習得し
た。
【思考力、判断力、表現力等】
雑誌記事やウェブの記事から，必要な情報
を読み取り，概要や要点，詳細を的確に捉
えることができた。
【学びに向かう力、人間性等】
国際的な問題を学び、互いに情報を詳しく
話して伝え合おうとした。

定期考査

○ 1○



２
学
期

３
学
期

○ ○ 2

合
計
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入試過去問題演習
【知識及び技能】
大学入試で問われる知識，文章の背景を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
大学入試で問われている話題，テーマに
ついて，多角的な視点から意見を持つ。
【学びに向かう力、人間性等】
大学入試で問われている話題，テーマに
ついて，さらなる情報を得ようとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
入試過去問題
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇 〇

入試過去問題演習
【知識及び技能】
大学入試で問われる知識，文章の背景を理
解した。
【思考力、判断力、表現力等】
大学入試で問われている話題，テーマにつ
いて，多角的な視点から意見を持った。
【学びに向かう力、人間性等】
大学入試で問われている話題，テーマにつ
いて，さらなる情報を得ようとした。

○

定期考査
〇 〇 ○ ○ 1

○ ○ 2

Unit 12～Unit 15
【知識及び技能】
科学的な文章を読み、アレルギーに
関する適切な表現や方法を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
科学的な文章について，相手の主張
を正確に把握しながら，情報や考え
を論理的に詳しく伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
科学的な文章について，相手の主張
を正確に把握しながら，情報や考え
を論理的に詳しく話して自分の意見
を伝え合おうとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
Front Runner 2
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

〇 ○ 〇 〇 〇

Unit 12～Unit 15
【知識及び技能】
科学的な文章を読み、アレルギーに関する
適切な表現や方法を理解した。
【思考力、判断力、表現力等】
科学的な文章について，相手の主張を正確
に把握しながら，情報や考えを論理的に詳
しく伝えることができた。
【学びに向かう力、人間性等】
科学的な文章について，相手の主張を正確
に把握しながら，情報や考えを論理的に詳
しく話して自分の意見を伝え合おうとし
た。

○ ○ ○ 6

入試過去問題演習
【知識及び技能】
大学入試で問われる知識，文章の背景を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
大学入試で問われている話題，テーマに
ついて，多角的な視点から意見を持つ。
【学びに向かう力、人間性等】
大学入試で問われている話題，テーマに
ついて，さらなる情報を得ようとする。

・指導事項
Think－Pair－Shareの指導を中心に、個
から全体への意見の共有を通し学びを深
める。
・教材
入試過去問題
・一人１台端末の活用
視覚教材の利用
Formsを活用した振り返り
Poweroint を使用した発表

○ 〇 〇 〇 〇

入試過去問題演習
【知識及び技能】
大学入試で問われる知識，文章の背景を理
解した。
【思考力、判断力、表現力等】
大学入試で問われている話題，テーマにつ
いて，多角的な視点から意見を持った。
【学びに向かう力、人間性等】
大学入試で問われている話題，テーマにつ
いて，さらなる情報を得ようとした。

○


